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ここが聞きたい 般一 質 問

問 	 北海道トマムにある「雲海テラス」のような自然
現象を活かした新たな取り組みは。

答  今ある施設がより集客効果を発揮できるよう、他
の地域の成功例を参考にしながら、運営事業者と
調整を図っている。

問 	 北海道真狩村にある「レストランマッカリーナ」
のような食を活用した第三セクターの取り組みは。

答  民間の営利活動なので、行政目的との整合性、費
用対効果を踏まえ、連携・支援を図っていく。

問 	 三重県菰野町にある「アクアイグニス」に見られ
る温泉と食の融合施設で集客を図る考えは。

答  温泉のみで直接的な集客向上効果を見込むことは
難しいが、食は重要な要素。商工会とも連携しな
がら、市内事業者の経営品質向上に取り組む。

問 	 有名シェフによる監修・運営のレストランの成功
例があるが、市で取り組む考えは。

答  田原市と継続的な関わりを持つシェフがいれば、
連携を検討したい。

渥美半島のテロワール（風土）を活か
した観光施策について

問 	 滋賀県大津市にある「商店街ホテル　講　大津百
町」は空き家となった宿場町の建物を改築し、ホ
テルとしてよみがえらせた。観光だけでなく、ま
ちの活性化にもつながると思うが、市の考えは。

答  このホテルはメディア事業者と連携した事例であ
る。このような事業者があれば、連携したい。

問 	 今後、市外の民間企業の参入を増やしていくこと
が重要だと思うが、市の取り組みは。

答  地域の事業者、学識者などのネットワークを活か
しながら、民間企業招

しょう

聘
へい

の機会拡大を図っている。

ネットワークを活かし、民間企業の招
しょう

聘
へい

を図る

市外民間事業者の観光産業への参入は
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今期最終号です

ホテル「講　大津百町」
〔写真引用元〕http://hotel-koo.com/


